
第４期　横浜市大さん橋等指定管理者 応募書類 

大さん橋































































（様式5)

団体の概要

（令和3年7月現在）

（ふりがな） （いっぱんしゃだんほうじん よこはまこうしんこうきょうかい）

商号又は名称 I一般社団法人横浜港振興協会
共同事業体又は中小企業等協同組合として応募している場合には、その名称を記入してください。

（ふりがな）

名称

〒231-0023

横浜市中区海岸通一丁目 1番地大さん橋ふ頭ヒツレ

※法人の場合は登記簿上の本店所在地を、任意団体の場合は代表者の住所をご記入ください

（市税納付状況調査（様式8同意書による）に使用します）。

設立年月日 1昭和 28年7月

昭和28年横浜市、横浜商工会議所の呼びかけにより「会員相互の連絡と

親睦を図ると共に横浜港の総合的な港湾振興策を講じるため

の推進機関」として、横浜港に関連する団体や企業等を会員と

所在地

（
 

沿革
I 

して設立

昭和 56年横浜港国際船客ターミナル協会を吸収合併

平成25年一般社団法人に移行、創立60周年

令和 3年会員総数51 0社 (7月末現在）

1 港湾関係道路網の整備促進活動の推進

2 船舶・貨物誘致活動の推進

3 地域連携事業の強化

4 市民と港を結ぶ事業の推進

事業内容等
I 5 横浜港の広報宣伝活動の推進

6 横浜港振興協会友の会の運営

（ I ; 
講演会、研修会等の開催

横浜港の施設の管理運営， 横浜港港湾関係団体及び関係官公庁との連絡調整
年 度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

財政状況 総 収 入 868,904,375 995,846,237 460,192,665 

※直近3か年 総 支 出 812, 122, 581 I 950, 386, 098 I 452,756,829 
の事業年度分 当期収支差額 56, 781, 794 | 45, 460, 139 I 7,435,836 

次期繰越収支差額 95, 328, 487 I 129, 366, 194 I 137,143,225 
（ふりがな）

氏名

連絡担当者
I 

部署・職名

電話番号

E-mail 

特記事項

ー



第４期　横浜市大さん橋等指定管理者 応募書類 

臨港パーク関連施設



【様式１－１ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

１ 管理運営の基本方針 

 １－１ 指定管理者としての基本的な考え方 

■公の施設である臨港パーク関連施設の管理運営にあたって指定管理者としての基本的な考え方を記述してくだ

さい。 

弊社は指定管理者として、地方自治法や横浜市港湾施設使用条例等関係法令等を順守し、整備方針をふまえた

質の高い管理を行うとともに、企業理念に基づき、高いホスピタリティをもって「人とひとの交流の“場”を支え

る施設」を運営してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■臨港パーク関連施設の役割についての考え方を記述してください。 

臨港パーク関連施設は、国内はもとより世界各国から様々な目的で多くの方々が訪れるみなとみらい 21地区に

あって、横浜の魅力である海とふれあい、水際線の賑わいを楽しむことができる地区最大の緑地です。そして、 

健康で快適な生活を営むために重要な場所であるとともに、環境保全、防災、減災等の機能を有する貴重なオー

プンスペースです。また、市民や来街者が「国や地域、言語を越えて交流できる場所」「横浜の魅力を満喫できる

場所」です。これらは、臨港パーク関連施設に求められている役割であると考えます。 

■臨港パーク関連施設の運営の考え方を記述してください。 

弊社は、2006（平成 18）年から指定管理者としての実績や経験をいかしつつ、国内最大級である弊社所有のコ

ンベンション施設に加え、昨年開業したノースと併せた一体運営を強化し、臨港パーク関連施設の賑わいを創出

するとともに、お客様の「安全」と「快適」を最優先とした運営を目指します。 

■運営方針をふまえ、指定管理期間中の目標について指標とともに示してください（入場者数や収支の節減率な

ど）。 

以下の数値を目標として取り組んでまいります。※2020 年度はコロナの影響により、記載していません。 

項目 

次期最終目標 実績 

数量 
売上 

(千円) 

2019 年度 

(数・売上) 

2018 年度 

(数・売上) 

2017 年度 

(数・売上) 

イベント利用 160  26,000 119 44,589 155 36,879 156 21,811 

撮影利用 80 4,000 68 2,820 64 2,160 75 2,640 

さん橋利用者数 250,000 ― 224,947 ― 289,585 ― 301,569 ― 

臨港パーク来場者数  1,000,000 ― 1,198,004 ― 847,828 ― 909,758 ― 

臨港パーク駐車台数 30,000 30,000    33,587 33,107 27,337 26,021 26,011 25,506 
 

A4１枚（１ページ）以内で記述してください。 



【様式１-２ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

１ 管理運営の基本方針 

１－２ 取組の方針 

ア 利用者サービスの向上への取組方針 

■利用者サービスの向上を図るための取組方針を記述してください。 

弊社の企業理念等に基づき、「快適」で「魅力」ある施設を提供するとともに、施設を利用するイベント利

用者や撮影利用者、来場される多くのお客様の理想を叶えるソリューションを提供します。 

具体的な取り組みは、以下のとおりです。 

1. お客様ニーズの的確な把握と提供 

2. 安全・安心を提供するための業務遂行 

3. 定期的な業務の見直しと改善 

4. スタッフに対する CS 向上意識づけの徹底 

5. 清掃・警備等協力会社との連携強化（技能向上活動等含む） 

 

■市民への平等な利用を確保するための取組方針を記述してください。 

指定管理者として、公共性、公平性、公正性を常に意識した業務遂行をいたします。具体的には、来場され

る全てのお客様へ、分かりやすい案内表示と情報を提供し、安心して快適にご利用いただける施設の環境作り

と点検・整備の徹底に取り組みます。 

具体的には、以下の施策例によって、お客様の平等なご利用を確保いたします。 

1. 弊社ホームページや SNS 等による情報提供 

ホームページや SNS(Facebook)等を通じて、臨港パーク関連施設の施設紹介や利用案内、取組事案や 

イベント情報を提供し、多くの方々にご来場いただけるよう努めます。また、弊社はホームページを 

利用する全ての人が、身体的制約や利用している環境に関係なく、利用しやすく、必要な情報が得ら 

れるよう、「JIS X 8341-3:2016」に対応することを目標とし、現在はレベル Aに準拠およびレベ 

ル AA に準拠しており、アクセシビリティ・ユーザビリティの確保と向上に取り組んでおります。 

2. 障がい者や高齢者に配慮した対応及び提案 

立哨・巡回警備員によるお声掛け、目的地までのご案内やご誘導、経年劣化等による敷石破損やタイ 

ル隆起など足元における不具合では、応急措置のマット養生や注意喚起を迅速に実施するなど、全て 

のお客様が安心して来場できる環境整備に努めます。 

3. 施設内での利用案内周知及び警備員による声掛け 

お客様が安全で快適にご利用頂けるよう、施設内 8か所に利用案内看板を設置しております。 

実際に危険・違反行為が確認された場合は、巡回の警備員が直接当該者に声掛けし、安全な環境整備 

に努めています。また、大規模イベント開催時には、一般来場者への事前告知を徹底しています。 

4. 社内ネットワークを通じた迅速な社内共有 

メンテナンススタッフだけでなく、警備・清掃他のスタッフが施設内の異常などを見つけた場合は、 

社内ネットワークを通じて、情報共有しています。スタッフが日常の「気づき」を迅速に社内へ共有 

することで、施設改善につなげています。 

A4１枚（１ページ）以内で記述してください。 



【様式１－３ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

１ 管理運営の基本方針 

１－２ 取組の方針 

イ 安全な施設管理のための取組方針 

■臨港パーク関連施設の安全対策について、取組方針を記述してください。 

臨港パーク関連施設は来場者が多く、敷地が広大であること、海に面する親水空間を持つこと、みなとみら 

いさん橋以外 24 時間利用が可能であることなど、施設の特性に応じた日常的な安全対策は重要であると考え

ます。 

例えば、臨港パークで数千人が来場する大規模イベントが開催される際、特別な警戒態勢となること、さら

に、昨年開業した「パシフィコ横浜ノース」を含む、隣接の弊社コンベンション施設に警護対象者等の VIP が

来場される際にも、臨港パーク関連施設と一体となった警備態勢となります。 

弊社では、こうした施設の特性をふまえ、神奈川県警や横浜市消防出身の専門知識を有した経験者を採用し、 

関係機関と十分な連携をとりながら、状況に合わせた適切な安全対策を実施しております。 

また、2019（平成 31）年 11 月には、戸部警察署、横浜市西区役所および弊社にて、地域の見守り活動や子

供や女性、高齢者、障がい者などの安全に関する活動など、各種犯罪の未然防止を目的とした「地域安全に関

する三者協定」を締結し、県内初となるセグウェイによる防犯パトロール隊を発足するなど、安全な施設管理

の強化に努めております。 

1. 365 日 24 時間の警備体制 

    弊社では、365 日 24 時間の常駐警備員による巡回およびモニター監視を実施し、事故や犯罪を未然

に防止します。 

また、土日祝日も弊社管理職が 2名出勤し、コンベンション施設との一体管理を活かし、突発的事 

案にも迅速に対応できる体制を整えております。 

2. 大規模イベント等への対応 

   「横浜開港祭」等の大規模イベントの際には、主催者や関係機関と協議して、来場者の安全を確保す

るほか、周辺道路や住宅、一般利用者への影響が最小限となるよう対応します。 

3. 台風・地震等の情報収集と危機管理本部 

緊急地震速報受信機の設置や横浜市防災情報メール登録を行い、情報収集に努めるとともに、発災 

時には臨港パーク関連施設を含んだ危機管理本部を弊社内に設置して、利用者および来場者の安全 

を総合的に確保します。 

4. 災害時マニュアルの整備 

所管消防署と協力し、イベント主催者や社内向けに緊急対応ガイドや社内用「危機管理クイックリ 

ファレンス」を作成し、来場されるお客様の安全を最優先に対応する体制を整備しています。 

5. AED 設置と救急救命講習/海難救助訓練の実施 

指定管理エリア内の「臨港パーク駐車場」と「みなとみらいさん橋」に AED を設置しています。 

また、弊社全スタッフが応急措置を実施できるよう、普通救急救命講習の受講を義務付けており、 

みなとみらいさん橋では、レスキュー艇の常時配置、ライフジャケット・ヒービングライン・浮環 

などを設置するほか、それらの使用方法を学ぶ海難救助訓練を毎年実施しております。 

A4１枚（１ページ）以内で記述してください。 



【様式１－４ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

１ 管理運営の基本方針 

１－２ 取組の方針 

ウ 収入増、経費節減への取組方針 

■経費を節減しつつ、施設の効用を最大限に発揮するための取組方針について記述してください。 

臨港パーク関連施設は、国内最大級のコンベンション施設であるパシフィコ横浜との連携により、会議や展

示会との併催利用やアフターコンベンションの舞台となります。パシフィコ横浜で開催されるイベントでは、

横浜マラソンなど臨港パークと一体で利用される催しや、国際会議ではアフターコンベンションとして“みな

とみらいさん橋”に着岸する船でのクルージングパーティの開催実績があります。 

昨年開業した「パシフィコ横浜ノース」の利用と併せて、さらに臨港パーク関連施設の併催利用やアフター

コンベンションを積極的に誘致します。 

 また、経費削減の取り組みとして、照明設備の LED 化修繕工事の推進や、パシフィコ横浜内で排出した産業

廃棄物の利用、食品廃棄物をメタン発酵して発電し、その電力を臨港パークへ供給する循環型エコシステムへ

の取り組みを実現し、廃棄物の量に応じて電力料金を割り引く『創電割®（そうでんわり）』を導入しており

ます。 

■収入増、経費節減に向けた対策等を具体的に記述してください。 

1. パシフィコ横浜との一体誘致 

パシフィコ横浜で開催されるコンベンションとの併催イベントやアフターコンベンションの会場（例と 

して、国際会議＋屋外パーティ、医学会＋早朝マラソン・ヨガイベント、展示会＋屋外 VR イベント、 

会議＋車試乗会など）として、臨港パーク関連施設を一体としたコンベンション誘致を強化します。 

2. みなとみらいさん橋（ぷかりさん橋）グッズの販売 

現在、ポストカードの販売が好評をいただいておりますが、その他のグッズを考案して販売の拡大につ 

なげ、併せてみなとみらいさん橋の PR にもつなげていきます。 

3. 商業撮影の誘致を強化 

  女神橋やオーシャンパティオに接続するデッキ部分など、商業撮影可能な範囲が拡大されたことから、 

それぞれの景観に合わせて撮影された実績を弊社ホームページや SNS 等で PR することにより、商業 

撮影の件数増加につなげます。 

4. 自主イベントの強化 

臨港パーク関連施設の特性を生かしつつ、近年ブームとなっている「キャンプ」関連のイベントや臨港 

パークの水際線にプールを設置した水遊びのイベントなど、これまでにない魅力ある自主イベントを企 

画してまいります。 

5. 省エネルギーとリサイクルへの取り組み 

① 外灯の LED 化などの省エネルギー対策 

② 8 種類のゴミ分別と、施設内で排出された産業廃棄物の 100％リサイクルを目指した廃棄物処理 

③ 施設の延命を目的とした清掃 

④ 業務委託会社との継続的なコンペ実施による、最良・最適価格への更新努力 

⑤ 節水型トイレの導入 

A4１枚（１ページ）以内で記述してください。 



【様式２－１ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

２ 管理運営の安定性 

 ２－１ 管理の体制 

  ア 運営組織図 

■構成及び各担当業務と運営組織図を記述してください。また、応募者以外の者に業務委託等を予定している場

合は、その予定も記述してください。 

■グループ応募の場合は、構成員それぞれが有する特色について記述してください。 

 

 
 

ホスピタリティ溢れる運営管理実現に向けて、日本を代表するコンベンション施設「パシフィコ横浜」を運営

する弊社が主体となり、豊富な経験を有する「業務委託協力会社」とともに、臨港パーク関連施設の管理運営体制

を構築します。 

なお、業務協力会社の構成は、2021（令和 3）年 8 月現在のものです。 

A4１枚（１ページ）以内で記述してください。  

清掃・分別業務 

ゴミ処理業務 

臨港パーク 

プラザ植栽管理 

交流ゾーン植栽管理 



【様式２－２ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

２ 管理運営の安定性 

 ２－１ 管理の体制 

  イ 人員配置計画とスタッフ教育についての考え方 

■業務について具体的な人員配置・責任の所在等について記述してください。 

指定管理者の業務人員 

全体統括業務 7名 （部長級 1・課長級 1・係長級 2・主任級 2・係員 1） 

防犯防災業務 3名 （参与 1・課長級 2） 

設備管理業務 1名 （課長級 1） 

常駐委託業務人員 

警備・駐車場業務 20 名 （隊長 1・副隊長 1・警備員 18）*交代人員含む 

清掃業務 9名      （統括責任者 1・責任者１・係員 7）*交代人員含む 

メンテナンス 5名       （所長 1・副所長 1・係員 3）*交代人員含む 

■業務を担当する者が関連する資格等を有する場合には、その資格内容を記述してください。 

業務委託先を含め、スタッフが所有する資格は次のとおりです。 

警備業務 

警備員指導教育責任者 1号・2号、交通誘導警備業務検定 1級・2級、 

施設警備業務検定 1級・2級、雑踏警備業務検定 1級・2級、 

セキュリティプランナー、救命講習上級、応急手当普及員、自営消防業務講習、 

自営消防技術認定、防火管理講習（甲種）、防火管理技能講習、 

陸上特殊無線技士 2級・3級 

清掃業務 清掃作業監督者、ビルクリーニング技能士 1級・2級・3級 

メンテナンス業務 第三種電気主任技術者、第一種・第二種電気工事士、消防設備士、消防設備点検資格者 

■スタッフ教育についての考え方について、具体的な計画について記述してください。 

2021（令和 3）年度は、新しい取り組みとして 1オン 1ミーティングを導入しました。在宅勤務が増えた新しい

働き方に不足がちな、上司と部下との間のコミュニケーションを強化することにより、個々人のパフォーマンスを

引き出せることができると考えています。また、スタッフが高いモチベーションを持ち、ホスピタリティを発揮す

る為に、以下の様々な研修や訓練を実施しております。 

研修・訓練名 研修・訓練内容 実施回数 

一般研修または基礎研修 
個人情報取扱研修、コンプライアンス研修、人権研修、 

階層別スキルアップ研修、語学研修等 
随時 

CS 研修  お客様満足度を高める為のサービス研修 年 1回 

専門技術研修 トラブル時の対応、技術訓練、講習会への参加 随時 

緊急時対応訓練 
総合防災訓練、救急救命講習・訓練、防災検証訓練、 

みなとみらい 21 合同防災訓練、海難救助訓練 
年 5回 

警備訓練 従手による護身術の訓練、防犯訓練、セグウェイ訓練等 年 12 回 

※上記以外にも、各委託先がスタッフに対し、身障者対応研修や基本マナー研修、警備技術や清掃の技能研修など、

部署の特性に合わせた研修を実施しております。 
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【様式２－３ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

２ 管理運営の安定性 

 ２－２ 応募者の管理実績 

■展示施設や港湾施設又は、これに類する施設の管理運営に関する過去の実績（過去 3か年以内）を記述してく

ださい。※共同事業体が応募する場合は、構成団体すべての実績について記述してください。 

下段の管理実績一覧にもあるように、2006（平成 18）年以来、弊社は臨港パーク関連施設を管理させていただ

いております。指定管理者制度がはじまる以前には、1991（平成 3）年の弊社開業時から国際交流ゾーンを、2000

（平成 12）年からは臨港パークを、それぞれ管理させていただいておりました。 

弊社が運営するコンベンション施設は、2019（平成 31）年度実績で年間 860 件の会議・イベントが開催され、

総来場者数 380 万人を記録しており、開業以来、大勢のお客様をお迎えしています。 

情報が集約される弊社が、一体管理することで、円滑に調整を行うことができます。 

弊社は、臨港パーク北側に隣接する内貿（耐震）バースを屋外駐車場として貴局から借り受けていますが、当

該地には YCAT のバス待機場も併設されており、臨港パーク先端部等の整備計画も決定していることから、恒常

的な大型車両の乗り入れ以外の工事用車両を加えた車両誘導は、今後難しさを増していくことが見込まれます。 

弊社のように実績のある組織のスタッフによる調整・誘導が、ますます必要になると考えます。 

＜管理実績一覧＞ 
 

発注者 
施設所在 

都道府県名 
施設名 管理内容 管理期間 

 神奈川県 パシフィコ横浜 経営・管理運営業務 H3 ～現在 

文化観光局 神奈川県 パシフィコ横浜ノース 
運営業務 

維持管理・保全業務 
R2 ～現在 

市建築助成公社 神奈川県 みなとみらい公共駐車場 管理運営業務 H3 ～R2 

文化観光局 運営業務 R3 ～現在 

市国際交流協会 神奈川県 横浜国際協力センター 施設管理業務 H3 ～現在 

財務省 神奈川県 国立横浜国際会議場 国有財産管理業務 H6 ～現在 

市港湾局 神奈川県 国際交流ゾーン 管理業務 H3 ～H17 

市港湾局 神奈川県 臨港パーク 管理業務 H12～H17 

 

市港湾局 

 

神奈川県 

臨港パーク  

指定管理業務 

 

H18～H22 国際交流ゾーン 

みなとみらいさん橋 

市港湾局 神奈川県 臨港パーク関連施設 指定管理業務 H23～現在 

都市整備局 
神奈川県 キングモール橋 

維持管理業務 
R2 ～現在 

港湾局 指定管理業務 
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【様式３－1 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

３ 管理運営に関する提案 

３－１ 利用者サービス向上及び施設利用者増に向けた取組 

■利用者サービスの向上を図るための手法及び期待される効果について具体的に記述してください。 

弊社が指定管理を受託して以来、来場されるお客様に最も近い警備・清掃業務に従事するスタッフを中心に、

「確実な業務遂行」と「お客様を大切にするホスピタリティ」を常に意識した教育を行い、サービス向上に努

めております。 

毎朝、各セクションにて前日の出来事や当日のスケジュール等の確認を実施。週 1 回、合同で「サービスミ

ーティング」を開催し、翌週の各業務予定を確認。さらに月 1回、各セクションによる報告会を実施すること

により、綿密に情報共有・課題への対策検討等を行い、施設の改善や CS 向上につなげております。 

 

■臨港パーク関連施設の来場者数を増やし、賑わいを創出するとともに収入増に向けた対策等について具体的

に記述してください。 

これまでの実績において、イベント利用は着実に件数・利用料ともに増加しています。 

特に、パシフィコ横浜で開催される国際会議でのアフターコンベンションや医学会での参加者対象のランニ

ングイベントなど、催事と連動したイベント利用が要因となります。 

今後も、弊社のコンベンションにおけるノウハウを活かしながら、新施設ノースを含むパシフィコ横浜の催

事と連携した取組を継続してまいります。 

 

1. パシフィコ横浜と臨港パーク関連施設を一体とした誘致の強化 

昨年新たなコンベンション施設として「パシフィコ横浜ノース」が開業したことから、既存のパシフィ 

コ横浜と併せて、コンベンション施設と併催するイベントやアフターコンベンション（例として、国際 

会議＋屋外パーティ、医学会＋早朝マラソン・ヨガイベント、展示会＋屋外 VR イベント、会議＋車試 

乗会）など一体利用とした誘致の強化に努めます。 

 

2. 自主イベント企画の強化 

  これまでフリーマーケットの開催など、自主イベントについて企画、開催してまいりましたが、今後は 

一例として夏場における土産販売、釣り人の増加に伴う釣り船の手配や、近年人気のキャンプイベント 

の開催など、多数の来場者が見込める魅力的な自主イベントの開催を目指します。 
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【様式３－２ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

３ 管理運営に関する提案 

３－２ 経費節減策 

■光熱水費等の必要経費節減に向けた対応を具体的に記述してください。 

弊社は、運営するコンベンション施設と臨港パーク関連施設を一体的に管理することで、警備や清掃をはじ

めとした業務経費削減を実現してまいりました。 

清掃関連では、感染症予防対策において国際的な衛生基準を満たした施設であることを証明する『GBAC STAR

™認証) 』を国内のコンベンション施設で初めて取得しており、このノウハウを活かした清掃管理を行い、高

品質な清掃業務を維持しつつ、経費節減に取り組んでおります。 

また、臨港パーク関連施設の大部分は 24 時間オープンしており、照明器具の光量を下げたり、間引き点灯

したりする運用は安全管理上から限界がありますが、蛍光灯照明器具を LED 化するなど、消費電力量の削減を

進めております。 

2017（平成 29）年には、パシフィコ横浜の施設内で排出した産業廃棄物を燃料とした電力を臨港パーク関連

施設に供給スタート。2019（平成 31）年には、同じく施設内で排出した食品廃棄物をメタン発酵して発電した

電力を臨港パークへ供給しており、廃棄物の量に応じて電力料金を割り引く『創電割®（そうでんわり）』を

採用し、電力コスト削減を実現しております。また、臨港パーク内の各所トイレを節水型にモデルチェンジす

ることにより、水道使用のコスト削減に努めております。 

 

■その他、指定管理者として取り組みたいことがあれば、記述してください。 

・廃棄物リサイクルによる臨港パークへの電力供給の強化 

・きめ細かい分別と、100％リサイクルに向けた廃棄物処理機能強化 

・業務委託会社の業務品質向上を確認するための調査の継続実施 

・臨港パーク内のトイレ等へのソーラーパネルの設置 

・清掃、警備の機械化による経費削減や業務効率化 
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【様式３－３ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

３ 管理運営に関する提案 

３－３ 施設の適切な利用許可 

■施設の利用許可をするにあたり、具体的な提案を記述してください。 

施設の利用許可にあたっては、一般来場者の利用とみなとみらい 21 地区の賑わいづくりが両立するよう配

慮しながら、業務を遂行します。また、施設の運営にあたっては、安全の確保が最優先であることを十分認識

し、横浜市港湾施設使用条例等関係法令を順守し、主催者・利用者の指導・調整に努めます。 

1. 法令に基づく運用 

横浜市港湾施設使用条例等関係法令に基づき、許可業務を適正に遂行します。市民利用する公の施設で 

あることを踏まえる一方で、イベント等の利用許可にあたっては、安全対策や周辺環境、周辺施設等へ 

の影響も考慮し、適正な運用に努めます。運用上、疑義のあるケースについては、横浜市等関係機関と 

十分な調整を行い、適切な判断が下せるよう努めます。 

2. 個人利用への対応 

当緑地等の利用にあたっては、横浜市港湾施設使用条例等関係法令及び、弊社が定める利用案内に準拠 

して、許可の可否を判断します。具体的には、他人の利用を妨げる可能性のある独占的利用か否かとい 

う視点から、「自由利用」と「許可が必要な利用」を明確に区分します。 

また、近年増加傾向にある SNS を利用した許可の判断が難しい案件についても、法令等に基づいて判断 

基準を明確にして対応します。 

 3. 大規模イベントへの対応 

占有的な利用を行う大規模イベントについては、公共性と安全性、周辺への影響等と比較衡量しながら、 

法令等に適合した許可業務の遂行に努めます。疑義のある案件については、必要に応じて関係機関や専 

門家の助言を得て、運用の適正化に努めます。また、芝生や植栽等、施設そのものへの影響も考慮して、 

緑地の保全という目標との調和が図れるよう、適切な運用に努めます。 

4. 運用基準制定の方向性 

「レッドブル・アイスクロス」「ラグビーワールドカップファンゾーン（パブリックビューイング）」 

等、大規模で長期間利用したイベントの事例も参考にして、横浜市所管部署との協議の上、運用基準を 

定め、透明性の高い許可業務の運用を行ってまいります。 

①イベントの開催については、コンベンション施設やホテルに隣接し、一体的に整備されたという状況 

と経過を踏まえ、相互調整を図る。 

②「横浜開港祭」「花火大会」など、緑地の広い範囲を占有する大規模イベントについては、上記 3. 

のとおり十分考慮の上、許可の可否を決定する。近隣住民や近隣施設等への影響を考えて、主催者に 

は綿密な計画書の提出を求め、必要な指導・調整を行う。 

③土地形質の変更や樹木等への影響が考えられるものは、良好な緑地の維持の視点から慎重に判断する 

ものとし、必要に応じて原状回復義務等を明記した協定の締結等の措置をとる。 

④他の公園等での利用が多くみられる飲食販売等の催事については、にぎわいの創出や利用料金の確保 

という視点から、一般利用を阻害しないことを条件に許可を判断する。 
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【様式３－４ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

３ 管理運営に関する提案 

３－４ 事故防止体制・緊急時（防犯・防災等）の対応 

■事故防止についての体制や緊急時の連絡体制、対応策を記述してください。また、その特色、独自性を記述

してください。 

安全対策の独自性は、弊社が臨港パーク・国際交流ゾーンに隣接するコンベンション施設を運営しており、

大型地震を含む災害発生時を想定して、臨港パーク関連施設も弊社の自衛消防隊に組み込んで、危機管理して

おります。 

不特定多数のお客様が来場される際の安全対策は、未然に防ぐことが原則であり、弊社自衛消防隊の訓練は、

みなとみらい 21 地区の合同防災訓練を含め、年 5 回実施しております。 

2019（平成 31）年には、神奈川県戸部警察署、横浜市西区役所および弊社にて、「地域安全に関する三者協

定」を締結し、県内初となるセグウェイによる防犯パトロール隊を発足するなど、安全な施設管理のさらなる

強化に日々努めております。 

また、みなとみらいさん橋付属旅客施設は、プレジャーボートの着離岸時の綱取り指導や、桟橋の安全管理

等、特殊性も加味されることから、小型船舶操縦士一級を保有しているスタッフを常駐させています。 

適切なロープワーク指導およびライフジャケット着用厳守を指導するとともに、天気図から気象状況を予測

し、着岸申請について安全を最優先にした運用を実施いたします。同桟橋にはレスキューボートも常備して、

万が一の転落に備えています。 

臨港パーク関連施設の緊急時連絡体制は以下の体制図とおりです。弊社の中央防災センター、中央監視室、

みなとみらい公共駐車場、屋外警備は 24 時間体制をとっており、緊急時対応は万全を期しております。 

 

 緊急時連絡体制  
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【様式３－５ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

３ 管理運営に関する提案 

３－５ 個人情報保護・情報公開への取組 

■個人情報の管理方法、体制、保護方策、情報公開への取組について具体的に記述してください。 

1. 個人情報の管理方法、体制、保護方策 

弊社では、個人情報保護に関する法律等の趣旨に則り、会社が保有する個人情報の適正な取扱いに関し 

必要な事項を定めることにより、個人の権利利益を保護することを目的として、「株式会社横浜国際平 

和会議場の保有する個人情報の保護に関する規則」や「個人情報の安全管理に係わる基本方針（以下、 

プライバシーポリシーという）」を定めています。臨港パーク関連施設の管理運営におきましても、以 

下抜粋のとおり当該規則を適用して、利用者等の情報について厳正な管理を行います。 

◇「プライバシーポリシー」掲出先 

https://www.pacifico.co.jp/pacifico/company/privacy/tabid/336/Default.aspx 

 

① 個人情報の管理について 

弊社は保有する個人情報の取扱いについて、「個人情報保護に関する法律」及びその他の関連する法 

令を遵守するとともに、管理責任者を置き、適切な管理に努めます。 

② 個人情報の取得について 

弊社は個人情報の取得にあたっては、あらかじめその利用目的・提供する範囲、お客様に対する当社 

窓口を明らかにし、適法かつ公正な手段により行います。 

③ 個人情報の利用目的 

弊社は、個人情報の利用目的をプライバシーポリシーにて明確に定め、公開しております。 

④ 個人情報の利用制限について 

弊社はご提供いただいた個人情報の利用は、利用目的の範囲内に限定いたします。 

その範囲を超えて利用する必要が生じた場合には、事前にその目的をお客様にお知らせいたします。 

⑤ 個人情報の第三者への提供制限について 

弊社はご提供いただいた個人情報について、以下の場合を除き第三者への開示・提供はいたしません。 

1）あらかじめお客様の同意を得た場合  

2）法令等で許容されている場合  

3）その他特段の事情により行政官庁等に協力する場合 

 

2. 情報公開への取り組み 

弊社では、横浜市の保有する情報の公開に関する条例の趣旨に則り、「株式会社横浜国際平和会議場の 

保有する情報の公開に関する規則」を定めており、本規則に基づき、市民や利用者に対する適切な情報 

公開に努めております。 

 

A4１枚（１ページ）以内で記述してください。 



【様式３－６ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

３ 管理運営に関する提案 

３－６ 利用者のニーズ、要望・意見への対応 

■利用者のニーズや要望・意見等の聴取方法とそれらにどの様に対応していくのか具体的に記述してくださ

い。 

弊社は、人とひとの交流の“場”を支え、安全で、快適な施設運営を行います。そのために、全てのスタッ

フがホスピタリティ精神を持ち、お客様をおもてなししております。 

弊社では、お客様からの要望・意見を適切に受け止め、継続できるものは引き続き実施し、改善できるもの

は迅速に対応をしております。 

 

1. 要望・意見の収集 

弊社スタッフによる、イベント主催者へのヒアリングや、施設利用者からのお電話・Eメール・ホーム

ページの問い合わせフォーム・SNS（Facebook）などを通じて、広く情報収集に努めております。 

また、来場者から気軽にご意見をいただけるよう、アンケートボックスを設置しております。 

2. 意見収集数増加のための工夫 

来場者の方から率直なご意見を頂く為、アンケート用紙は自由記入欄を大きく設けております。また、

アンケートへのご協力の感謝を込めて粗品をお渡ししております。 

また、来場者が気軽に声をかけやすい雰囲気を作り出す為に、スタッフの巡回・作業中には、挨拶に

よる声掛けを実施しております。 

3. 迅速な回答と公表 

管理運営面でのお問合せがあった場合には、所管局担当部署と調整後、速やかに回答いたします。 

ご意見やご要望で採用された事案については、弊社ホームページを使用して、広く周知いたします。 

4. これまで施設に対し寄せられた主な要望と対応 

・サインの設置 

・ベンチの修繕 

・花壇の整備（近隣小学校との連携） 

・ハチの巣や毛虫（チャドクガ等）の除去 

・カモやカメなどの保護（近隣動物園への輸送） 

・喫煙所の移設（南口広場から来場者の迷惑にならない箇所へ） 

・和式トイレから洋式トイレへの更新 

・景観維持の為の伐採 

・危険箇所の敷石修繕 

 

A4１枚（１ページ）以内で記述してください。 

 



【様式３－７ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

３ 管理運営に関する提案 

３－７ 樹木等植物の維持管理への取組 

■臨港パーク内における樹木等植物の維持管理について、独自性、特色を具体的に記述してください。 

臨港パークは、みなとみらい 21 地区の最大緑地で、広々とした芝生広場、四季折々の花が楽しめる変化に

富む樹木、海に向かってなだらかなスロープを形成する地形を有しております。 

樹木等植物の維持管理にあたっては、「緑の広がる空間を絶やさない」ということを基本的な考えとして、

日本開港の地となった横浜を象徴するような緑地空間の形成と保全に努めております。 

 

1. 自然な風合いを活かした高木・低木剪定 

人の手による柔らかな、自然な風合いを活かした剪定に留意します。花が咲く品種については、花が散 

る時期に植栽に入るよう調整し、景観に配慮した管理を行っております。 

また、常緑樹については、海に面していることから台風等での倒木を避け、また、木陰を多くするよう、 

縮小剪定を行っております。 

 

2. 芝生広場の維持・管理 

来場されるお客様が快適で安心して過ごせるよう、良好な状態での芝生維持管理に努めております。 

補てんした芝生が定着して葉が増える 5～6月期に「横浜開港祭」等の大型イベントが毎年開催されて 

おり、近年は臨港パークを広範囲かつ長期間に渡り利用する長期大型イベントが開催されることも多 

く、良好な状態で芝生を管理するのに困難が伴いますが、仕様回数を越える年間 8回の芝刈りや月 1回 

の定期巡回など、小まめな管理を積み重ねて良好な状態の維持に努めております。 

 

3. 安全、防犯に配慮した管理 

実際の作業とは別に、植栽会社による定期的な巡回を行うことで枯枝の落下防止やハチによる被害を最 

小限に抑えます。また、スズメバチやカラスの巣、毛虫（チャドクガ等）を発見した際や、台風や大雪 

などの自然災害などの急を要する事案が発生した場合は、速やかに対応を講じるよう努めております。 

また、高木については定期的に刈込を行い、周りから遮断された空間をなるべく作らないよう、防犯に 

配慮した剪定を行っております。 

 

A4１枚（１ページ）以内で記述してください。 

 



【様式３－８ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

３ 管理運営に関する提案 

３－８ 個別施設の特色を生かした取組 

■「臨港パーク」・「国際交流ゾーン」・「みなとみらいさん橋及び同付属旅客施設」 それぞれの特色を生

かした取組について、具体的提案を記述してください。 

 臨港パーク  

臨港パークは、みなとみらい 21 地区最大の緑地で、近隣にお勤めやお住まいの方など、来場者にとって、

心休まる憩いの場です。一方で、レッドブル・アイスクロスやラグビーワールドカップファンゾーン（パブリ

ックビューイング）など大規模なイベントを開催することのできる広大な緑地でもあります。 

この特性をふまえ、バランスを取りながら、以下の点に留意して管理運営に取り組んでまいります。 

1. 安心、安全、且つ清潔な環境の整備及び提供 

① 警備員による巡回及びモニター監視 

臨港パークは 24 時間だれでも入場が可能です。そして、20 街区開発に伴ってキング軸が開通し、 

近隣住民のアクセスが向上しました。2021（令和 3）年度には女神橋が新設され、新港地区からのア 

クセスも容易となりました。 

多方面からお越しになる多くの来場者へ、安心・安全な環境を提供するには、万全な警備体制が必要 

であると考えます。弊社所有のコンベンション施設の中央防災センターを活用し、既存の貴局所有の 

監視カメラに加え、弊社にて設置したカメラを活用し、24時間モニター監視を行います。また、1時 

間に 1回程度、警備員が公園内を巡回しており、日中の巡回ではセグウェイを活用しています。危険 

行為や不審者を発見した場合、声がけによる注意喚起を行うことで、事故や犯罪を未然に防止します。 

② その他巡回による清潔な環境の維持 

    清掃スタッフによる通常の清掃巡回は勿論ですが、警備員による巡回、ビルメンテナンススタッフの 

施設メンテナンス巡回など、様々な巡回による確認と連携しながら迅速な対応をいたします。 

③ 建材の延命を主とした清掃 

海沿いの環境から潮風の影響、度重なる大型イベント開催によって、建物や設備、敷石等へのダメー 

ジが大きくなっております。 

弊社は、隣接するコンベンション施設と同様に、建物建材の延命にも視点を置いた清掃業務を行って 

おり、美観はもちろんのこと、清掃業務を通じて施設の長期に渡る保全を図っています。 

具体的には、大型イベント開催後は巡回の中で、敷石の油染みなどを細かくチェックし、建材や状 

況に応じた薬剤を使用して、ダメージが少なく環境に配慮した清掃を行います。 

 

2. 大規模イベント開催時の主催者との連携について 

臨港パークでは、例年、横浜開港祭やみなとみらいスマートフェスティバルなど、1日に数千人が来場 

するイベントが開催されております。近隣施設と臨港パークの両方で、大型イベントが開催される場 

合、一般利用者の利便性が大きく損なわれる可能性があるため、主催者との綿密な調整は不可欠です。 

主催者の安全管理や誘導体制を確認し、必要に応じて臨時警備体制を構築します。また、警察・消防出 

身の弊社社員も交えて、関係機関との事前調整を行い、周辺区域も含めて万全の体制でイベントの 

開催に対応します。 



 国際交流ゾーン  

国際交流ゾーンは、クイーンモール橋、キング軸デッキ、女神橋により、みなとみらいの大規模な商業エリ

ア等とつながっております。故に、臨港パーク・みなとみらいさん橋・パシフィコ横浜（会議センター・展示

ホール・国立大ホール・パシフィコ横浜ノース）インターコンチネンタルホテル、各施設を結ぶ重要な役割を

担っています。 

また、これらの施設には、一般来場者や警護対象となる VIP も来場されるため、美観維持や快適性などの整

備は、特に重要であると考えています。 

一方、イベントの利用としては、プラザ広場や国立大ホールのテラス、展示ホールの海側ペデストリアンデ

ッキ等があり、パシフィコ横浜と一番近い場所に位置していることから、施設の催事と一体型での利用にニー

ズがあります。 

2021（令和 3）年度に新設された女神橋も新たなロケーションとして撮影利用やランニングやウォーキング

イベントでのコース利用などの活用が大いに見込まれます。 

以上を踏まえた上で、具体的な取組みについて以下を提案いたします。 

 

1. 各施設を結ぶ空間として、歩行者にとっての快適性等の機能向上 

① 点検実施及び清掃、安全管理の徹底について 

臨港パークやみなとみらいさん橋、パシフィコ横浜などに、毎日多くの来場者が、国際交流ゾーンを 

「動線」として利用します。快適な施設であるために、日々点検や清掃を行うとともに、くぼみの水 

たまりや排水のつまり除去、除雪作業など、経年劣化や自然災害時も通行の妨げとならないよう機能 

維持・向上に努めます。 

また、警備員の声掛けやモニター監視など、安全面にも留意した管理を徹底いたします。 

② 各施設への誘導サインの強化 

    国際交流ゾーンは、各施設への分岐点であることから、わかりやすいサインを整備することも役割の 

一つであると考えます。表記の多言語化や点字表記などのサイン整備を提案いたします。 

    また、臨港パークやみなとみらいさん橋は、みなとみらい駅からの動線上、弊社施設の先にあるため

位置がわかりにくいとの声も多いことから、来場されたお客様が分かりやすい誘導サインを工夫し、

誘導サイン増設や配置について継続的に検討してまいります。 

 

2. プラザ広場や国立大ホールテラスのパシフィコ横浜の催事との連携促進 

イベント利用に関して、隣接しているパシフィコ横浜の催事との一体的な利用の促進を図ります。プラ 

ザ広場は会議センターで行われる学会参加者の交流の場として、国立大ホールテラスはホールで開催さ 

れるイベントの展示会場や物販会場として、ホール施設と一体的に使用することが可能です。 

 

3. 横浜らしい立地を生かした撮影やイベントの利用促進 

多くの方が往来する女神橋ですが、海側はベイブリッジ、陸側はコスモクロックなど撮影のロケーシ 

ョンとして抜群に良い立地です。弊社がこれまで培ってきた撮影時の警備体制等により、一般来場者 

への配慮をしつつ、女神橋の撮影利用の促進をしてまいります。 

また、マラソンやウォーキングイベントの利用などを促進することにより、近隣施設との協力体制が 

生まれ、みなとみらい地区全体の賑わいに寄与することができると考えます。 



 みなとみらいさん橋及び同付属旅客施設  

みなとみらいさん橋は、シーバスや横浜港一周のクルーズなどの船が発着する、横浜を代表する国際観光施

設であり、海や港を眺望できる施設です。また、その特徴的な外観は指定管理エリアのアイコン的な役割も果

たしており、“ぷかりさん橋”という愛称とともに、市民に広く親しまれております。 

また、2018（平成 30）年には海の駅に認定され、海の駅事業との連携にも取り組み、認知度 UPにつなげて 

おります。 

 

1. 船会社、レストラン「ピア 21」、パシフィコ横浜との連携 

① 他所の桟橋や船イベント等による連動営業 

例年、横浜ボート天国や横浜スパークリングトワイライトが開催されており、みなとみらいさん橋も 

開会式や体験乗船場、クルーズ船の発着場としての利用があります。このように、弊社は各事業者等 

との調整実績があることから、イベント・会議主催者のニーズをくみ取り、クルーズメニューの整備、 

提案を各船会社等と連携をして提案することができます。 

アフターコンベンションのクルーズをより一層定着させ、広く周知することで、賑わい振興及び収入 

増につなげてまいります。 

② レストラン「ピア 21」との連携 

弊社は「“ぷかりさん橋”特別メニュー」を作成し提供した実績があります。今後、新たな特別メニ 

ューの検討や、弊社催事との割引セット提案など、インターコンチネンタルホテルとの協働により弊 

社ならではの取り組みを進めたいと考えます。また、来場者アンケートでも要望の多い、釣り具販売 

については、来場者のニーズに応えるべく、貴局に相談をさせて頂きながら、ターミナル内での販売 

を検討したいと考えております。 

③ 弊社開催催事との連携 

パシフィコ横浜で開催される「ジャパン インターナショナル ボートショー」では、第 2会場である 

ベイサイドマリーナまで臨時定期便を出航させる他、クルーズ船を係留し、イベントと連動した使用 

を行っています。海や船に係る催事を中心に弊社営業部門と連携し、一体利用を推進して、賑わい創 

出や認知度 UP に結び付けます。 

 

2. みなとみらいさん橋のＰＲについて 

① “ぷかりさん橋”オリジナルグッズの販売 

弊社は、オリジナルグッズであるポストカードを作成し販売をしております。 

新たに新規グッズ（みなとみらいさん橋の特徴的な外観をモチーフにしたグッズ）の開発を試み、販 

売することで認知度の向上やリピーターを創出いたします。グッズ販売により、お客様の思い出 

作りの力になると共に収入増も図りたいと考えます。 

② チラシ、ポスターの作成 

一般来場者への認知度向上はもとより、プレジャーボートの新規顧客開拓、利用率 UP のためにも、 

チラシやポスター、簡易パンフレットを作成し、各マリーナへのセールスや近隣の港湾施設に配布し 

てまいります。 

弊社広報媒体にも広く告知し、賑わい創出とともに、利用料の収入増に努めてまいります。 

A4３枚（３ページ）以内で記述してください。 



【様式３－９ 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

３ 管理運営に関する提案 

３－９ ３施設を合わせることを生かした取組 

■「臨港パーク」・「国際交流ゾーン」・「みなとみらいさん橋及び同付属旅客施設」の３施設を合わせるこ

とを生かした具体的提案を記述してください。 

 

1. 一元管理の実績を活かした撮影・イベントの誘致について 

イベントや撮影では 3施設を同時に利用するものが増えており、弊社コンベンション施設との一体利用 

も含め、一元管理運営のメリットを最大限生かしてまいります。 

各施設の調整をワンストップで行うことができることは、弊社の大きな強みであり、利用されるお客に 

おいても、利便性や満足度も非常に高くなります。 

昨年から「パシフィコ横浜ノース」も開業したことから、これまでの経験と強みを生かして、新規利用 

者の誘致を進めてまいります。 

 

2. 管理運営費用のコスト削減について 

施設をそれぞれで管理するのではなく、弊社コンベンション施設も含めた一元管理を行うことにより、 

警備、清掃、メンテナンス等すべての分野において、コスト削減を実現しています。 

資機材や控室、人員配置の重複など、ハード面でのコスト削減だけではなく、ソフト面においても、経 

験豊富なスタッフが連携して業務にあたることにより、クオリティの高い、安定したサービスを提供 

することが可能であり、結果として良いコストパフォーマンスになっていると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A4１枚（１ページ）以内で記述してください。 



【様式３－10 事業計画書】 

法人等（グループ）名：株式会社横浜国際平和会議場 

３ 管理運営に関する提案 

３－10 その他の提案 

■施設の利用促進、賑わい創出、横浜港の振興などに向けた自主的な事業を記述してください。 

 

1. 魅力ある自主イベントの開催 

これまで弊社では、横浜銀行・こども宇宙科学館と連携した「星空観察会」、みなとみらい地区企業 

様のご協力による「みなとみらい大盆踊り」、「臨港パークフリーマーケット」、「ぷかりさん橋フェ 

スタ」など、地元の一般来場者向けの自主イベントを開催してまいりました。 

今後も上記イベントを継続するとともに、臨港パーク関連施設の特性を生かしつつ、世の中のトレンド 

に合わせた魅力的なイベントを企画してまいります。 

具体的に、近年ブームとなっている「キャンプ」は、防災にも役立つことが知られていますが、実際の 

キャンプと防災グッズの展示会を併せたイベントの開催や臨港パークの水際線を生かして、インフィニ 

ティプールを設置した水遊びの企画など、魅力ある自主イベントを提案します。 

 

2. 市内のイルミネーションとの連動による賑わいの創出 

  「ヨルノヨ」や「ヨコハマミライト」など横浜市内のイルミネーションと弊社で実施している「ウイン 

ターイルミネーション」を連動させ、みなとみらい地域の賑わい創出に努めます。 

    

3. ボート天国や「帆船みらいへ」との連携による近隣小学校とのイベント開催 

近隣の子供たちが横浜港に親しんでもらう機会を創出するため、すでに開催しているボート天国や「帆 

船みらいへ」と連携し、近隣の小学校とともに「船」に因んだイベントを開催します。 

 

 4. 臨港パーク内に設置される民間事業者によるカフェ等施設との連携 

   臨港パーク内に設置される予定のカフェ等施設と連携・協力し、弊社との併催イベント等を企画するこ 

とで、臨港パーク関連施設の賑わい創出を図ります。 

A4１枚（１ページ）以内で記述してください。 

























（様式５） 

団体の概要 
 

（令和3年 8月現在） 

 

（ふりがな） 

商号又は名称 

（かぶしきがいしゃよこはまこくさいへいわかいぎじょう） 

株式会社横浜国際平和会議場 

所在地 
〒220-0012 

横浜市西区みなとみらい一丁目1番 1号 

設立年月日 昭和 62年 6月 3日 

沿革 

昭和６２年 資本金４４億円で会社設立（会長：花村仁八郎・社長：髙木文

雄） 

昭和６３年 資本金８８億円に増資 

平成 元年 資本金１１０億円に増資 

平成 ３年 資本金１６８億１００万円に増資 

      会議センター・ホテル棟・展示ホールⅠ期 竣工 

平成 ６年 国立大ホール完成 国（大蔵省）から管理を受託 

平成１２年 髙木文雄 会長就任・馬場貞夫 社長就任 

平成１３年 展示ホールⅡ期（増床・アネックスホール追加）竣工 

平成１６年 岡本坦 社長就任 

平成１８年 資本金７５億６，５００万円に減資 

平成２１年 深川邦昭 社長就任 

平成２２年 会議センターリニューアル 

      小堀卓 社長就任 

平成２５年 光田清隆 社長就任 

平成２６年 鈴木隆 社長就任 

平成３０年 中山こずゑ 社長就任 

      展示ホールＡ、Ｂリニューアル 

令和 ２年 渡辺巧教 社長就任 

      パシフィコ横浜ノース開業 

令和 ３年 会議センターリニューアル 

事業内容等 

1. 国際・国内会議及び文化・学術等各種催物の企画､ 誘致及び開催 

2. 国内外商品等の見本市､ 展示会の企画､ 誘致及び開催 

3. 会議施設､ 展示場､ 商談室､ 宿泊施設及びこれらに付帯する施設の賃

貸及び管理運営 

4. 駐車場等の受託管理、及び公園等の指定管理 

5. 損害保険代理業  

6． 旅行業法に基づく旅行業 

7.  警備業法に基づく警備業 

財政状況 

※直近３か年

の事業年度分 

年 度 平成 30年度 令和元年度 令和2年度 

総 収 入 8,297,410千円 8,702,142千円 4,913,366千円 

総 支 出 8,130,086千円 8,373,172千円 7,242,849千円 

当期収支差額 167,323千円 328,970千円 △2,329,482千円 

次期繰越収支差額 4,099,745千円 4,428,715千円 2,099,232千円 

連絡担当者 

(ふりがな) 

氏名 

（たけだ ひろとし） 

武田 太利 

部署・職名 事業サービス部 サービス課 

電話番号 045-221-2143 FAX 045-221-2136 

E-mail h-takeda@pacifico.co.jp 

特記事項  
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